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。



衆
議
院
議
員
照
屋
寛
徳
君
提
出
沖
縄
に
お
け
る
不
発
弾
の
磁
気
探
査
及
び
爆
発
事
故
に
よ
る
被
害
補
償
に
関
す
る
質
問

に
対
す
る
答
弁
書

一
に
つ
い
て

お
尋
ね
の
「
沖
縄
戦
に
お
い
て
、
日
米
双
方
で
投
下
・
使
用
さ
れ
た
爆
弾
」
の
数
量
及
び
そ
の
う
ち
不
発
弾
と
な
っ
た
も

の
の
数
量
に
つ
い
て
は
、
確
実
な
資
料
が
存
在
し
な
い
た
め
、
そ
の
正
確
な
推
計
は
困
難
で
あ
る
。

沖
縄
県
下
に
お
い
て
、
終
戦
か
ら
復
帰
ま
で
の
間
に
処
理
さ
れ
た
不
発
弾
等
の
数
量
は
、
記
録
等
が
な
い
た
め
不
明
で
あ

る
が
、
復
帰
か
ら
平
成
二
十
年
三
月
末
ま
で
の
間
に
処
理
さ
れ
た
不
発
弾
等
の
数
量
は
、
約
千
五
百
六
十
五
ト
ン
で
あ
る
。

沖
縄
県
下
の
す
べ
て
の
不
発
弾
の
処
理
を
終
え
る
ま
で
に
要
す
る
期
間
に
つ
い
て
は
、
地
中
に
埋
没
し
て
い
る
不
発
弾
の

正
確
な
数
量
を
把
握
で
き
な
い
た
め
、
推
定
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。

二
に
つ
い
て

沖
縄
県
下
に
お
い
て
復
帰
か
ら
平
成
二
十
年
末
ま
で
の
間
に
発
生
し
た
不
発
弾
等
の
爆
発
事
故
で
死
傷
者
が
発
生
し
た
も

の
に
つ
い
て
、
政
府
と
し
て
現
時
点
で
把
握
し
て
い
る
限
り
に
お
い
て
、
そ
の
発
生
日
時
、
発
生
場
所
及
び
死
傷
者
数
を
お

示
し
す
る
と
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
。
な
お
、
お
尋
ね
の
被
害
額
に
つ
い
て
は
承
知
し
て
い
な
い
。

一



昭
和
四
十
九
年
二
月
十
五
日

金
武
町
字
金
武

負
傷
者
一
名

昭
和
四
十
九
年
二
月
十
八
日

沖
縄
市
越
来

負
傷
者
四
名

昭
和
四
十
九
年
三
月
二
日

那
覇
市
字
小
禄

死
者
四
名
及
び
負
傷
者
三
十
四
名

昭
和
五
十
年
五
月
十
一
日

知
念
村
字
知
念

負
傷
者
二
名

昭
和
五
十
年
九
月
十
一
日

伊
良
部
町
字
佐
和
田

死
者
一
名

昭
和
五
十
一
年
七
月
二
十
七
日

浦
添
市
内
間

負
傷
者
四
名

昭
和
五
十
二
年
九
月
十
一
日

佐
敷
町
字
新
里

負
傷
者
一
名

昭
和
五
十
三
年
四
月
十
三
日

豊
見
城
村
字
我
那
覇

負
傷
者
一
名

昭
和
五
十
三
年
七
月
八
日

南
風
原
町
字
新
川

負
傷
者
二
名

昭
和
五
十
三
年
十
一
月
六
日

玉
城
村
字
奥
武

負
傷
者
一
名

昭
和
五
十
九
年
十
一
月
三
日

嘉
手
納
町
字
水
釜

負
傷
者
二
名

昭
和
六
十
二
年
一
月
三
十
日

那
覇
市
長
田

死
者
一
名

平
成
元
年
四
月
五
日

伊
江
村
字
東
江
上

負
傷
者
一
名

二



平
成
三
年
十
二
月
十
二
日

糸
満
市
字
大
里

負
傷
者
一
名

平
成
九
年
十
一
月
二
日

嘉
手
納
町
字
水
釜

負
傷
者
一
名

平
成
十
三
年
六
月
十
八
日

西
原
町
字
兼
久

負
傷
者
一
名

政
府
と
し
て
は
、
こ
の
よ
う
な
事
故
が
発
生
し
た
こ
と
は
遺
憾
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。
沖
縄
県
下
に
は
、
ま
だ
多
く
の

不
発
弾
等
が
埋
没
し
て
い
る
と
み
ら
れ
る
た
め
、
今
後
と
も
計
画
的
な
探
査
及
び
発
掘
の
実
施
等
を
支
援
し
、
事
故
の
防
止

に
努
め
て
ま
い
り
た
い
。

三
に
つ
い
て

お
尋
ね
の
趣
旨
が
必
ず
し
も
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
御
指
摘
の
爆
発
事
故
に
関
し
て
は
、
一
般
会
計
か
ら
爆
発
事
故
見
舞

金
と
し
て
一
億
二
千
八
百
二
十
四
万
二
千
八
百
八
十
円
を
支
出
し
、
沖
縄
県
及
び
那
覇
市
と
と
も
に
、
被
害
者
等
に
対
し
見

舞
金
を
支
給
し
た
も
の
で
あ
る
。

四
に
つ
い
て

御
指
摘
の
爆
発
事
故
（
以
下
「
本
件
事
故
」
と
い
う
。
）
に
つ
い
て
は
、
現
時
点
で
は
、
そ
の
事
実
関
係
、
責
任
の
所
在

等
が
必
ず
し
も
明
ら
か
で
は
な
い
こ
と
か
ら
、
本
件
事
故
に
よ
る
被
害
に
対
す
る
補
償
等
に
つ
い
て
お
答
え
す
る
こ
と
は
差

三



し
控
え
た
い
。

五
及
び
六
に
つ
い
て

お
尋
ね
の
趣
旨
が
必
ず
し
も
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
不
発
弾
等
に
関
す
る
対
策
に
つ
い
て
は
、
戦
後
処
理
の
一
環
と
し
て

国
が
責
任
を
持
つ
と
と
も
に
、
住
民
の
安
全
確
保
の
観
点
か
ら
地
方
公
共
団
体
に
お
い
て
も
責
任
を
持
つ
と
い
う
考
え
方
に

基
づ
き
行
っ
て
き
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
「
全
額
政
府
が
負
担
」
と
の
御
指
摘
が
国
と
地
方
公
共
団
体
の
基
本
的
な
役
割

分
担
の
考
え
方
を
変
更
す
る
も
の
で
あ
る
場
合
に
は
、
そ
の
実
現
は
困
難
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

な
お
、
磁
気
探
査
の
徹
底
等
に
つ
い
て
は
、
本
件
事
故
の
発
生
等
を
踏
ま
え
、
内
閣
府
沖
縄
総
合
事
務
局
、
沖
縄
県
等
で

構
成
す
る
沖
縄
不
発
弾
等
対
策
協
議
会
に
お
い
て
検
討
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

七
に
つ
い
て

政
府
と
し
て
は
、
沖
縄
に
お
け
る
不
発
弾
等
に
関
す
る
対
策
と
し
て
、
計
画
的
な
探
査
及
び
発
掘
の
実
施
等
を
行
う
地
方

公
共
団
体
に
対
し
不
発
弾
等
処
理
交
付
金
を
交
付
し
て
き
て
い
る
こ
と
、
平
成
二
十
一
年
度
予
算
に
お
い
て
同
交
付
金
の
拡

充
を
図
っ
て
い
る
こ
と
、
現
在
、
沖
縄
不
発
弾
等
対
策
協
議
会
に
お
い
て
、
磁
気
探
査
の
徹
底
等
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
る

こ
と
等
か
ら
、
現
時
点
に
お
い
て
、
お
尋
ね
の
「
不
発
弾
に
係
る
処
理
、
及
び
被
害
補
償
等
の
法
整
備
」
に
つ
い
て
は
検
討

四



し
て
い
な
い
。

五


